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10月号曲千
　 今月の主な紙面

「ホクト PRESENTS アーリーカップ 2018 北信越」
が９月７日から３日間、ことぶきアリーナ千曲で行
なわれました。３日間で延べ5,367人が来場し、会
場は選手への声援で盛り上がりました。

今月の表紙

【特集】信州ブレイブウォリアーズを
　　　応援しよう
市政トピックス（市名誉市民の紹介など）
平成29年度　決算報告
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信州ブレイブウォリアーズ

2018-19 シーズン開幕

　
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
（
以

下
、
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
）
は
、
千
曲
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
す
る
県
内
唯
一
の
男

子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で

す
。

　
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
は
、
千
曲
市
の
観
光

大
使
と
し
て
ア
ウ
ェ
ー
の
試
合
で
は
、

「
千
曲
市
観
光
ブ
ー
ス
」
を
設
置
し
て

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
で
あ
い
さ

つ
運
動
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
し
た
り
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て

ま
ち
を
元
気
に
す
る
活
動
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
が

戸
倉
体
育
館
か
ら
「
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー

ナ
千
曲
（
更
埴
体
育
館
）」
に
変
わ
り

ま
す
。収
容
人
数
が
増
え
、ウ
ォ
リ
ア
ー

ズ
ブ
ー
ス
タ
ー
（
フ
ァ
ン
）
以
外
に
対

戦
相
手
の
ブ
ー
ス
タ
ー
が
訪
れ
る
こ
と

で
、
今
後
も
市
の
経
済
活
性
化
や
観
光

振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
に

は
ホ
ー
ム
で
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。
試

合
を
観
戦
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
こ
れ

か
ら
の
人
も
、
地
元
千
曲
市
で
生
ま
れ
、

千
曲
市
で
育
っ
た
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
を
み

ん
な
で
応
援
し
、
千
曲
市
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
！

Ｂ２リーグ優勝を目指してみんなで応援しよう！

Ｂ３リーグ（10 チーム）

Ｂリーグ

チャンピオンシップ

B1上位8クラブが出場し
年間チャンピオンを決定

Ｂ１残留プレーオフ

自動昇格・降格
入替戦

Ｂ２プレーオフ

信州ブレイブウォリアーズ（千曲市）

アースフレンズ東京Ｚ（東京都大田区）
八王子ビートレインズ（東京都八王子市）
金沢武士団（石川県金沢市）
Ｆイーグルス名古屋（愛知県名古屋市）
西宮ストークス（兵庫県西宮市）

Ｂ２中地区

Ｂ１リーグ（18 チーム）

西地区（６チーム）

中地区（６チーム）

東地区（６チーム）

■
Ｂ
リ
ー
グ
の
仕
組
み

　
Ｂ
リ
ー
グ
は
、
２
０
１
６
年
に
誕

生
し
た
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
の
通
称
で
す
。
現
在
、
Ｂ

１
リ
ー
グ
、
Ｂ
２
リ
ー
グ
そ
れ
ぞ
れ

18
チ
ー
ム
と
Ｂ
３
リ
ー
グ
10
チ
ー
ム

が
参
戦
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
が
所
属
す
る
Ｂ
２

リ
ー
グ
は
18
チ
ー
ム
が
３
地
区
に
分

か
れ
、
年
間
60
試
合
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

シ
ー
ズ
ン
を
戦
い
ま
す
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
各
地
区

１
位
と
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
（
各
地
区

１
位
以
外
の
チ
ー
ム
で
最
も
勝
率
が

高
い
チ
ー
ム
）
の
４
チ
ー
ム
が
プ

レ
ー
オ
フ
に
進
出
。
Ｂ
２
リ
ー
グ
優

勝
と
Ｂ
１
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
ま

す
。

■
試
合
会
場
と
日
程
を
確
認

　
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ホ
ー
ム
ア
リ
ー

ナ
が
戸
倉
体
育
館
か
ら
「
こ
と
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
千
曲
（
更
埴
体
育
館
）」

に
変
わ
り
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
60
試
合
の
う
ち
、
24
試
合
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
今
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

＊
試
合
日
程
・
開
始
時
刻
は
諸
事
情

　
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。日程／開始時刻 対戦相手／試合会場

10月６日（土）　午後２時
10月７日（日）　午後２時

青森ワッツ
ことぶきアリーナ千曲

10月13日（土）　午後６時
10月14日（日）　午後２時

バンビシャス奈良
ことぶきアリーナ千曲

10月24日（水）　午後７時 八王子ビートレインズ
ことぶきアリーナ千曲

10月27日（土）　午後６時
10月28日（日）　午後２時

Ｆイーグルス名古屋
ことぶきアリーナ千曲

11月17日（土）　午後６時
11月18日（日）　午後２時

福島ファイヤーボンズ
ことぶきアリーナ千曲

12月８日（土）　午後６時
12月９日（日）　午後２時

金沢武士団
ことぶきアリーナ千曲

12月15日（土）　午後６時
12月16日（日）　午後２時

アースフレンズ東京Ｚ
松本市総合体育館

12月23日（日・祝）　午後２時
12月24日（月・振休）　午後２時

西宮ストークス
ことぶきアリーナ千曲

12月29日（土）　午後２時
12月30日（日）　午後２時

山形ワイヴァンズ
ことぶきアリーナ千曲

平成31年１月18日（金）　午後７時
１月19日（土）　午後２時

広島ドラゴンフライズ
ことぶきアリーナ千曲

前半戦試合スケジュール（ホーム戦のみ）

▲ウォリアーズのホームアリーナ「ことぶきアリー
ナ千曲」

Ｂ２リーグ（18 チーム）

西地区（６チーム）

中地区（６チーム）

東地区（６チーム）

＊開始時刻は予定
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―
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
チ
ー
ム
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
を
選
ん
だ

理
由
は
何
で
す
か
。

勝
久
Ｈ
Ｃ（
以
下
、Ｈ
Ｃ
）　
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
は
、
チ
ー
ム
の
編
成
に

関
わ
り
、
自
分
で
思
い
描
く
チ
ー
ム
作
り
が
で
き

る
と
思
っ
た
こ
と
や
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
選
手
と
い
う

特
別
な
選
手
が
い
る
こ
と
に
、
個
人
的
に
魅
力
を

感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

加
え
て
、
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
と
対
戦
し
た
と
き
、

ブ
ー
ス
タ
ー
の
応
援
が
あ
た
た
か
く
、
印
象
に

残
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

―
今
ま
で
色
々
な
所
に
住
ん
で
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
千
曲
市
は
ど
ん
な
印
象
で
す

か
。

Ｈ
Ｃ
　
住
み
始
め
て
あ
ま
り
日
は
経た

っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
山
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。（
＊
）

―
趣
味
は
何
で
す
か
。

Ｈ
Ｃ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。
た
だ
、
趣

味
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
を
見
て
い
る

と
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
い
て
く

る
の
で
、
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

N
BA

の
プ
レ
ー
オ
フ
や
ユ
ー
ロ
リ
ー
グ

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
峰
の
男
子
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）を
よ
く
見
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
以
外
だ
と
音
楽
を
聴
く
こ
と

で
、
一
番
の
お
気
に
入
り
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
「A

ア T

ト
ラ
イ
ブ

ribe C

コ

ー

ル

ド

alled Q

ク

エ

ス

ト

uest

」

勝久マイケルヘッドコーチ

プロフィール：勝久 マイケル
出身：東京都
コーチ歴：横浜ビー・コルセアーズ アシスタント
コーチ（2011-13）＊ 2013 年リーグ優勝
横浜ビー・コルセアーズ ヘッドコーチ（2013-15）
島根スサノオマジック ヘッドコーチ（2015-17）
＊ 2017 年 B2 西地区１位（B １昇格）
栃木ブレックス アシスタントコーチ（2017-18）

Special Interview

ウォリアーズは新ヘッドコーチに「島根スサノオマジック」をＢ２からＢ１に導いた
経験を持つ勝

か つ ひ さ

久マイケル氏を迎えました。ウォリアーズでどんなバスケットボールを
魅せてくれるのか。練習後のことぶきアリーナ千曲でお伺いしました。

で
す
。
あ
と
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
で
き
ま
せ
ん
が

映
画
鑑
賞
と
ゴ
ル
フ
で
す
。

―
ど
う
い
う
ス
タ
イ
ル
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

目
指
し
ま
す
か
。

Ｈ
Ｃ　
シ
ュ
ー
ト
が
入
る
か
ど
う
か
は
そ
の
日
の

調
子
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
っ
か
り
や
る
、
チ
ー
ム
プ

レ
イ
に
徹
す
る
、
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
通
り
に
遂
行
す

る
な
ど
自
分
た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と

を
徹
底
し
て
、
い
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

―
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｃ　
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
を
日
本
一
の
チ
ー
ム
に
す

る
た
め
に
信
州
に
来
ま
し
た
が
、
日
本
一
に
な
る

こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い

チ
ー
ム
な
の
で
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
土
台
作
り

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
々
成
長

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
一
歩
一
歩
プ
ロ
セ
ス
を

積
み
重
ね
て
、
シ
ー
ズ
ン
終
盤
に
今
シ
ー
ズ
ン
最

高
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
た
い
で
す
。

―
最
後
に
、
市
民
や
ブ
ー
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
向

け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
Ｃ　

我
々
は
グ
レ
ー
ト
な
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
、
日
々
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
や
ブ
ー
ス

タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
チ
ー
ム
が
成
長
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
見
守
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
一
緒

に
戦
っ
て
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
を
強
く
し
て
い
け
た

ら
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
先
駆
け
、
こ

と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
（
更
埴
体
育
館
）

で
「
ホ
ク
ト PRESEN

TS 

Ｂ
リ
ー
グ 

ア
ー
リ
ー
カ
ッ
プ 

２
０
１
８ 

北
信
越
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
１
・
Ｂ
２
リ
ー

グ
の
５
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
左
表

の
通
り
で
、
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の
結
果
は
３

位
で
し
た
。

　
会
場
で
は
各
チ
ー
ム
の
ブ
ー
ス
タ
ー
が

大
勢
集
ま
り
、「
ア
ツ
イ
」
ブ
ー
ス
ト
（
声

援
）
を
送
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
ア
リ
ー
ナ
の
雰
囲
気
を
体
感
し
た
人
た

ち
に
、
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
の
感
想

を
聞
き
ま
し
た
。

＊
出
場
を
予
定
し
て
い
た
レ
バ
ン
ガ
北
海

　
道
は
、９
月
６
日
未
明
に
発
生
し
た「
平

　
成
30
年
北
海
道
胆い

ぶ
り振

東
部
地
震
」
の
影

　
響
で
欠
場
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

　
募
金
箱
を
設
置
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

　
方
へ
の
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

順位 チーム名

優勝 富山グラウジーズ

準優勝 新潟アルビレックス BB

３位 信州ブレイブウォリアーズ

４位 群馬クレイサンダース

５位 金沢武士団

アーリーカップ結果

９月７日～９日
　ホクト PRESENTS Ｂリーグ
                      アーリーカップ 2018 北信越

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ！

矢
や ぐ ち

口 裕
ひろのり

規さん（安曇野市）
毎回プチ旅行気分で来ています。
コートとの距離が思っていたよりも近く、
盛り上がったときの一体感がワクワクしま
す。戸倉体育館での熱気はそのままです。

＊
関
連
情
報
は
、
本
紙
31
ペ
ー
ジ
で

　
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

まだ試合を見慣れていないので、ホームア
リーナなのにアウェーの感覚です。席が埋
まればいいなと思います。（長谷部さん）
いい会場なのでみんなで真っ黄色に染め
ましょう！（横川さん）

長
は せ べ

谷部 尚
な お こ

子さん
（長野市）

横
よこかわ

川 勝
まさる

さん
（須坂市）

新しくて大きくて、とてもワクワクしま
す。戸倉体育館での試合を知っている人間
としては嬉しいです。選手の皆さんもプレ
ーしやすいのではないかと思います。

峯
みねむら

村 英
えいいち

一さん（長野市）

 ジャスパーズ A
ア カ ネ
KANE さん（千曲市）

初めてのことぶきアリーナ千曲でのパフォ
ーマンスは、ブースターさんとの距離が今
までよりも近く、とても一体感を感じまし
た。また、音響や照明もパワーアップして
いて、シーズンがとても楽しみです。

生まれ育った千曲市に、県内外から多くの
人が足を運び、アリーナに入っていく光景
は大変感慨深いものでした。今後、このア
リーナで生まれていく、多くの感動に一緒
に立ち会えていけたら嬉しいです。

 ジャスパーズ M
マ オ
AO さん（千曲市）  ジャスパーズ  A

ア ン ジ ュ
NJU さん（千曲市）

ことぶきアリーナ千曲は広い会場ですが、
多くのブースターさんとアイコンタクトが
取れ、会場一体となって熱いブーストがで
きると感じました。千曲市民の皆様、是非
会場でウォリアーズを応援しましょう！

＊
取
材
日
９
月
４
日
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市政トピックス

保健衛生功労食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
要
職
を

務
め
ら
れ
、
市
民
の
健
康
増
進
に
尽

力
。

千
曲
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の

伸
展
に
尽
力
。

自治功労

小
こ や ま

山　嘉
よ し か ず

一 さん
（上山田）

税務功労千
曲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長
と
し
て
税
務
行
政
の
推
進
に

尽
力
。

長
野
県
知
事
委
嘱
食
品
衛
生
指
導

員
、
き
の
こ
衛
生
指
導
員
を
務
め
ら

れ
、食
品
衛
生
意
識
の
向
上
に
尽
力
。

保健衛生功労 千
曲
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の

伸
展
に
尽
力
。

市
い ち か わ

川 今
け さ み

朝水 さん
（桜堂）

中
な か む ら

村 天
ひ ろ あ き

昭 さん
（若宮）

自治功労

大
西
線
の
清
掃
活
動
と
交
通
安
全
指

導
を
と
お
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化

と
生
活
安
全
の
向
上
に
尽
力
。

大西線愛護会

中
な か む ら

村 了
り ょ う じ

治 さん
（内川）

生活環境功労

三
み つ い

井 澄
す み こ

子 さん
（屋代）

各分野の功労者を表彰

千曲市長 表 彰受賞者の紹介
千曲市名誉市民に

市
長
表
彰
式
典
が
、
市
制
施
行
記

念
日
に
あ
た
る
９
月
１
日（
土
）に
、

こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲（
更
埴
体

育
館
）で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
式
典
は
、
こ
の
日
開
館
し

た
同
ア
リ
ー
ナ
の
最
初
の
式
典
と

し
て
開
催
。
自
治
・
税
務
・
保
健
衛

生
・
生
活
環
境
の
各
分
野
に
功
績
の

あ
っ
た
５
人
と
１
団
体
の
皆
さ
ん
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

千曲市合併後2人目

倉
く ら し ま

島　重
し げ と も

友 さん（倉科出身）
日本画家

千
曲
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
倉
科

出
身
の
日
本
画
家
、
倉
島
重
友
さ
ん

（
73
）＝
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
＝
に
贈
る

こ
と
が
、
平
成
30
年
9
月
議
会
で
全

会
一
致
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
名
誉
市
民
は
、
合
併
後
、２
人
目

で
す
。

倉
島
さ
ん
は
、
東
京
藝
術
大
学
大

学
院
美
術
研
究
科
を
修
了
し
た
昭
和

46
年
に
、
美
術
団
体「
日
本
美
術
院
」

の
展
覧
会（
院
展
）で
初
入
選
し
ま
し

た
。平
成
16
年
に
日
本
美
術
院
同
人

に
推
挙
さ
れ
、
平
成
22
年
に
は
広
島

市
立
大
学
芸
術
学
部
で
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
。そ
し
て
、
平
成
24
年

に
院
展
で
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣

昭和19年   埴科郡倉科村（現千曲市）に
               
昭和44年   東京藝術大学美術学部絵画科日本画専攻卒業

昭和46年　東京藝術大学大学院美術研究科日本画専攻修了

昭和49年　高松塚古墳壁画模写参加
昭和57年　東京セントラル美術館日本画大賞展大賞受賞
昭和61年　再興院展  奨励賞受賞（62・63・平成4・7年）
昭和62年　春の院展  奨励賞受賞（平成元年・4・11・12年）
平成6年    広島市立大学開学と同時に芸術学部助教授就任
              信濃毎日新聞文化欄「スケッチ信州」連載
平成10年　春の院展  春季展賞受賞（13年）
平成13年　再興院展  日本美術院賞（大観賞）・天心記念茨城賞受賞
平成15年　再興院展  足立美術館賞受賞
平成16年　日本美術院同人推挙
平成17年　千曲市合併記念・倉島重友日本画展（更埴文化会館）
平成22年　再興院展  文部科学大臣賞受賞
平成24年　再興院展  内閣総理大臣賞受賞
平成27年　内閣総理大臣賞受賞記念・倉島重友日本画展
　　　　　 （更埴文化会館）
現在         日本美術院同人　広島市立大学名誉教授

略　歴

合
ね む

歓帰路帰路

賞
を「
合ね

む歓
」で
受
賞
し
ま
し
た
。

市
内
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
及

び
平
成
27
年
に「
倉
島
重
友
日
本
画

展
」を
開
催
。
屋
代
中
学
校
、
東
小

学
校
が
改
築
落
成
の
際
は
、「
帰
路
」

（
写
真
左 

東
小
、
写
真
中
央 

屋
代

中
）を
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

■
名
誉
市
民
と
は

本
市
の
住
民
か
、
本
市
に
ゆ
か
り

の
深
い
人
で
、
学
術
、
文
化
、
産
業
、

経
済
そ
の
ほ
か
各
般
に
わ
た
り
市
と

国
家
の
繁
栄
進
展
に
貢
献
し
、
そ
の

事
績
が
極
め
て
顕
著
で
、
市
民
の
尊

敬
の
的
と
し
て
仰
が
れ
る
も
の
に
贈

り
顕
彰
し
ま
す
。

:
:

倉島重友  氏

日本画家、倉島丹浪氏の三男として生まれる

春の院展  初入選

再興院展  初入選
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決 算
平成29年度

平成29年度の一般会計、特別会計、企業会計の決算

が市議会で認定されました。市では毎年予算の執行

状況や皆さんが納めた税金が、どのように使われて

いるのかをお知らせしています。

■問い合わせ先　更埴庁舎・財政課（内線5231）

新庁舎やことぶきアリーナ千曲（更埴体育館）、
立体駐車場の建設工事を実施しました。新体
育館及び立体駐車場は今年度の９月１日から
オープンとなりました。

新庁舎等建設事業費
　　　　　  28億3,928万6千円

平成29年度　決算報告

平成29年度の主な取組み

介護・訓練等給付援護事業費　

児童手当給付事業費　　　　　　　  

中小企業金融対策事業費　　　　

給食センター管理運営事業費　　　

小学校施設整備事業費　　　　　 

保育所管理運営事業費　　　　　   

市道維持補修事業費　　　　　       

商工業振興対策事業費　　　　　　

各種検診事業費　　　　　　　

情報化推進事業費　　　　　　　

循環バス運行事業費　　　　

ごみ減量・資源化事業費

戸倉上山田中学校の校舎や屋内運動場の改築工
事を実施しました。今年度の８月３１日に竣工、
９月10日から新校舎での授業が始まりました。

市道新設改良事業費（国庫補助・市単独含む）
　　　　　　　　　3億3,973万7千円

病児・病後児保育や子育て短期支援（ショート
ステイなど）事業の実施など、子育てしやすい
環境づくりを行なっています。

子育て支援事業費
　　　　　　　　1,573万2千円

図書館各種事業費
                         1,444万6千円

合併支援道路「千曲線」や、各道路の整備など
を実施しました。千曲線は今年度６月２３日に
開通し、開通式を行ないました。

千曲市産のあんずやワイン用ぶどう、花
か き

卉な
どの育成や振興のための支援を行ないました。

食料農業農村対策業費
　　　　  　　　2,258万5千円

ふるさと千曲市応援寄付金事業費
　　　　　　　  1億876万4千円

12億2,339万6千円

9億2,027万2千円

7億7,527万3千円

4億119万1千円

3億5,892万5千円

3億119万6千円

1億3,597万2千円

1億294万2千円

9,922万7千円

8,203万円

8,171万4千円

7,966万5千円

ふるさと応援寄附事業を活用し千曲市を PR する
ため、寄附者への返礼品やシステム管理を行ない
ました。平成29年度のふるさと千曲市応援寄附
金額は約2億2,400万円となりました。

平成29年度から本により親しんでもらうために、
小学校1年生に１人１冊本をプレゼントする「セカ
ンドブックスタート事業」などを実施しました。

戸倉上山田中学校改築事業費
　　　　  　    6億5,472万4千円

災害時の業務継続計画の策定や、屋外放送設
備整備のための実施設計など、防災力の強化を
図っています。

防災対策費（デジタル防災行政
無線整備事業等）　2,770万3千円

予防対策事業費
　　　　　　   1億3,936万8千円

感染症の蔓延や重症化を防ぐため、各種予防接
種や検診などを実施し、健康的な暮らしのため
のサポートを行ないました。
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平成29年度　決算報告

平成29年度決算状況

その他

45億8,125万8千円

歳出
270億

1,039万3千円

歳入
276億

4,480万7千円

土木費

27億560万8千円

公債費

32億6,772万7千円

大きな事業をするために市が借
りたお金（市債）の返済金

教育費

30億6,746万7千円

学校教育、社会教育の充実など
に使ったお金

総務費　　　　　　

56億1,854万5千円

高齢福祉、児童福祉、障がい者
福祉の充実などに使ったお金

使用料や手数料、財産収入、
寄付金など

大きな事業をするために市が借
りたお金

地方交付税

72億148万1千円

市の人口や税収などに応じて国
から配分されるお金

市民税、固定資産税、軽自動車
税、市町村たばこ税、入湯税、
都市計画税

国庫・県支出金

37億9,260万円

市債

41億9,275万6千円

諸収入

13億2,948万2千円

その他

34億9,736万8千円

老人福祉施設等整備事業補助
金、年金生活者等支援臨時福祉
給付金の減少などにより、1億
2,967万9千円の減少（△1.6%）

前年度に比べ、普通交付税が2
億3,557万円の減少（△3.5%）、
特別交付税が4,661万9千円の
減少（△6.1%）12.1％

10.0％

16.9％
12.5％

4.8％

13.8％

15.2％

26.1％

27.6％

その他

110億5,950万7千円

公債費

32億6,772万7千円

扶助費　　　　　　

39億1,779万4千円

人件費

37億8,903万8千円

14.0％

14.5％

12.1％

性質別で見ると

18.3％

41.0％

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

職員などの人件費、福祉サービスなどの扶助費、市が借り
たお金を返済する公債費は毎年の支出が義務づけられてお
り、固定的な経費としての性格が強く「義務的経費」と分類
されます。義務的経費の割合が高くなると自由に使えるお
金が少なくなり、新しい行政サービスの実施などが難しく
なります。

扶助費の内訳と推移 社会福祉
老人福祉
児童福祉

生活保護
その他

Ｈ25

義務的経費の内訳と推移

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

10

20

40

（億円）
扶助費
公債費

人件費

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

義務的経費は全体としては増加傾向にあります。中で
も扶助費は毎年１％前後伸びており、平成28年度には
人件費を追い越し、義務的経費の中で最も高い割合と
なっています。

扶助費の内訳を見ると、社会福祉費（障がい者支援
等）や、児童福祉費（児童手当や児童扶養手当等）が
年々増加しており、サービスが手厚くなる一方、義務
的経費の割合を高める要因になっています。

義務的経費の状況

前年度に比べ、新庁舎等建
設事業費の増加などにより、
20億3,591万3千 円の 増 加

（+56.8％）

一 般 会 計

前年度に比べ、臨時福祉給付金
給付事業費補助金などの減少に
よ り、7億8,365万4千 円 の 減
少（△17.1%）

前年度に比べ、新庁舎やことぶ
きアリーナ千曲（更埴体育館）を
建設することに伴う合併特例事
業債の借入れなどにより、13億
9,021万7千円増加（+49.6%）

国県が必要だと認めた事業に対
して配分されるお金

受託事業収入などほかの収入科目
に含まれない収入をまとめたお金

道路や橋梁、公園などの整備に
使ったお金

20.8％

28.8％

11.4％

更埴西中学校屋内運動場改
築事業が終了したことなど
により、13億6,025万5千円
の減少（△30.7%）

大きな事業をするために市が借
りたお金（市債）の返済金

民生費

77億6,978万8千円

全般的な管理事務、企画
調整事務、財政・財務管
理などに使ったお金

各種産業の振興やごみ処理など

道路や学校など公共施設
の建設や改良に要する経費

普通建設事業費

49億4,132万9千円

Ｈ21

30

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

10

20

40

（億円）

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24Ｈ21

30

職員などに支給される給与、退
職手当などの経費

生活困窮者、子ども、高齢者、
障がい者などを援助する経費

補助費

物件費

人件費、扶助費、補助費などに
含まれない消費的な経費など

主には個人や団体に対する補助
金など

維持補修費

繰出金

積立金　　など

市税

76億3,112万円

災害復旧費

3,499万8千円
0.1％
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平成29年度　決算報告

数字でみる千曲市の財政状況

91.2％
経常収支比率

経常収支比率とは、市税など経常的な一般財源
を扶助費などの経常的な支出に割り当てられる
割合です。比率が低ければ自由に使えるお金が
多いことを示しています。

0.523
財政力指数

財政力指数とは、自治体が標準的な行政サービ
スを行なった場合、どこまで必要経費が賄えるか
を示す指標です。数値が高いほど自主性と安定
性が確保されます。

7.3％
実質公債費比率

実質公債費比率とは、市の標準財政規模に対す
る借金の割合を示しています。25％を超えると
財政健全化計画を策定して早期財政健全化を図
らなければなりません。

将来負担比率

将来負担比率とは普通会計、公営企業会計、一部
事務組合の借金返済額など将来負担するべき負
担額の標準財政規模に対する割合です。高いほ
ど財政が圧迫されていることを示しています。

会　計 歳　入 歳　出

国民健康保険 68億7,853万
9千円

66億2,390万
8千円

後期高齢者医療 7億5,584万円 7億4,183万8千円
同和対策住宅新築
資金等貸付事業 1,362万6千円 91万7千円

介護保険 51億2,446万
5千円

49億8,802万
4千円

会　計 総収益 総費用 総純益
下水道
事業

30億982万
4千円

25億3,734万
3千円

4億7,248万
1千円

西部水
道事業 １億6,819万円 １億5,400万

3千円
1,418万

7千円

141億3,545万円基金の残高

その他特定目的金は、新庁舎建設費用
や旧庁舎の取壊し費用に備えて「新庁
舎建設基金」に4億3,250万5千円を積
み立てるなどしました。また、財政調
整基金、減債基金、その他特定目的基
金をあわせた積立基金の残高は133億
8,118万7千円となり、前年度に比べ
5.0％増加しました。

会　計 平成29年度末
一般会計

（内訳）　　財政調整基金
　　　　　減債基金
　　その他特定目的基金
　　土地開発基金
　　その他定額運用基金

141億3,545万円
41億7,706万円

４億2,814万3千円
87億7,598万4千円
６億5,000万4千円

1億425万9千円
国民健康保険特別会計 1億1,173万9千円
介護保険特別会計 8億303万6千円

合　　計 150億5,022万5千円

市債の残高
一般会計では、新庁舎等建設事業が本格化したことや、戸倉上山
田中学校改築事業が大詰めを迎えたことで市債の借入れ額が増
えたため、平成29年度の市債残高は平成28年度末と比べ、10億
8,847万7千円増加しました。

会　計 平成29年度末
一般会計 283億8,177万円
同和対策住宅新築資金等貸付事業 346万5千円

普通会計　合計 283億8,523万5千円
下水道事業 284億4,438万5千円
西部水道事業 ５億7,248万1千円

合　　計 574億210万1千円

年度 年度末残高（全会計合計）
20 595億7,008万円
21 600億2,656万8千円
22 603億8,025万1千円
23 601億3,741万2千円
24 602億4,841万2千円
25 602億8,369万5千円
26 593億2,744万8千円
27 589億87万5千円
28 574億8,024万3千円
29 574億210万1千円

今後の見通し

今後、歳入面では、人口減少や土地価格の下落などにより市税収入などについては、大幅な増加は期待でき
ず、また、地方交付税の特例期間が平成30年度に終了します。
歳出面については、新庁舎建設事業や戸倉上山田中学校改築などの大型事業が最終局面を迎えているため、
今後公債費の累積による義務的経費が増加し、また、公共施設などの老朽化による修繕費や更新費用につい
ても増加していく見込みです。
このような収入の減少や費用の増加が見込まれる中、少子高齢化、人口減少に即した公共施設の統廃合や各
事業の精査を行ない、真に住民にとって必要な行政サービスを行なっていくことにより、健全な財政運営を
行なっていきます。

25.3％
283億8,177万円

千曲市の状況は？千曲市の状況は？

合併時の特例措置としてあった普通交付税交付
額が段階的に縮小し、交付額が減少したことによ
り標準財政規模が縮小したため、前年度に比べ
0.2％上昇しました。

千曲市の状況は？

千曲市は自主財源が少なく、地方交付税に頼る
割合が高いことを示しています。

地方交付税などの一般財源の減少や扶助費など
の経費の増加により、前年度と比べて0.9％上昇
しました。

長野広域連合ごみ焼却施設の建設事業に係る千
曲市負担分が増加したことなどにより、前年度に
比べ、5.2％上昇しました。

千曲市の状況は？

特別会計 企業会計

＊市財政の詳細は、市ホームページでも確認できます。

県内19市の平均　　　　　89.8％

千曲市の順位（良い方から）　12位

前年対比

＋0.9％

悪化

県内19市の平均　　　　　  0.576
千曲市の順位（良い方から）　  14位

県内19市の平均　　　　　 7.4％

千曲市の順位（良い方から） 10位

県内19市の平均　　　　　　48.1％

千曲市の順位（良い方から）        7位

前年対比

－0.001
悪化

前年対比

＋5.2％

悪化前年対比

＋0.2％

悪化

（前年13位） （前年13位）

（前年7位） （前年6位）

＊県内19市の平均値については、速報値に基づいて算出しています。
＊財政の健全化を図る指標の実質赤字比率、連結実質赤字比率はいずれも赤字ではありませんでした。
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戸倉上山田中学校 完成
■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6313）

南沢　斗
と む

夢くん

昇降口から３階
まで続く階段に
驚きました。新
校舎は広いので、
清掃が大変です
が、先輩たちか
ら引き継いだ完
全無言清掃を徹
底していきたい
です。

平
成
24
年
度
か
ら
改
築
事
業
を

進
め
て
き
た
千
曲
市
立
戸
倉
上
山

田
中
学
校
の
校
舎
が
、
8
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
9
月

10
日
か
ら
新
校
舎
で
の
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

旧
校
舎
は
、
昭
和
40
年
に
完
成

し
た
も
の
で
、
建
設
か
ら
約
50
年

が
経
過
し
て
い
た
こ
と
か
ら
老
朽

化
し
、
耐
震
化
工
事
が
必
要
な
建

物
で
し
た
。

新
校
舎
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
エ
コ
に
配
慮
し
た
北
側
教
室
、

南
側
に
多
目
的
に
利
用
で
き
る
広

い
廊
下
を
配
し
て
い
ま
す
。
県
・

市
産
材
の
木
材
を
床
、
壁
に
多
用

し
、
木
の
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
も
特
徴
で
す
。

本
体
育
館
と
武
道
場
も
建
替

え
、
本
体
育
館
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
コ
ー
ト（
44
㍍
×
30
㍍
）が
取

れ
る
大
き
さ
で
、
観
客
席
を
設
け

て
い
ま
す
。
武
道
場
は
、
本
体
育

館
に
隣
接
し
、
上
履
き
で
行
き
来

が
で
き
ま
す
。

今
後
、
仮
設
校
舎
の
取
り
壊
し

や
校
舎
周
り
の
外
構
工
事
を
行
な

い
、
全
体
工
事
は
平
成
31
年
3
月

に
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新校舎で新しい一歩を
戸倉上山田中学校

山根　義
よ し お

夫 校長

　新校舎は、校歌に歌われているように、さらしな
の里や冠着山、五里ヶ峰に囲まれ、千曲川の豊かな
自然に育まれた水辺空間の広がる、素晴らしい環
境に溶け込んでいます。広々としたオープンスペ
ースや多目的ホールなど「生徒たちの多様な学習
に対応した環境」が整えられています。また木材が
多く使われ温かみのある雰囲気、窓も多く自然な
光が差し込み開放感溢れると同時に、防犯カメラ
なども設置していただき「健康的で安心安全な潤
いのある環境」が整えられています。体育館そして

武道場も、千曲市内で最も大きく、部活動が盛んな
本校にふさわしく整えられています。
　このような素
晴らしい校舎で、
今までの伝統の
上に立ち、新し
い本校の歴史を、
学校・家庭・地
域の皆様と共に
創り上げていく
一歩を踏み出し
たいと思います。

Interview

校舎棟本体育館洗心館（武道場）

つばさ教室

平成24年度
校舎等耐力度調査実施
改築委員会発足

「改築基本構想」策定
平成25年度

「基本計画・基本設計」作成
平成26年度
地元説明会を開催
平成27年度

「実施設計」作成
平成28年度
旧校舎解体工事開始
校舎棟など建築工事着手
平成30年度
校舎棟など完成
新校舎へ引越し、竣工式

経　過

生徒たちの声

福地　翔
か づ き

月くん

新校舎は、階段
や廊下が広く、開
放感があり、運
動する場所も増
えました。この素
晴らしい校舎や
体育館で、後輩
たちが学校生活
を送れることが
嬉しいですね。 望月　菜

な お

央さん

合唱の練習が
できる多目的
ホール や、 部
室もあって、う
れしいです。
なにより新校
舎は、どこも
きれいなので、
大切に使いた
いです。戸倉上山田中学校3年 戸倉上山田中学校3年 戸倉上山田中学校3年

東棟

北棟南棟

西棟

本体育館

（武道場）
洗心館

つばさ教室

つばさ体育館
    （既存）

仮設校舎
（解体中）

新校舎の配置
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視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
市
民
活
動
団
体
や
区
・

自
治
会
、
企
業
な
ど
が
提
案
す
る
協

働
事
業
に
対
し
て
、
必
要
経
費
の
一

部
を
負
担
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。書
類
審
査

を
通
過
し
た
2
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

千
曲
市
協
働
事
業
提
案
制
度
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
企
画
・
提
案
説
明
を
発
表
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
千
曲
市
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
11
日（
木
）午
前
9
時

～
正
午（
予
定
）

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
提
案
団
体
・
発
表
内
容

○
音
楽
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
企

画
委
員
会
・
市
制
誕
生
15
周
年

と
新
庁
舎
、
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ

千
曲（
更
埴
体
育
館
）落
成
を
、
市

内
で
活
動
す
る
音
楽
団
体
を
中
心

に
、
市
民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る

音
楽
祭
を
開
催
す
る
。

○
千
曲
市
役
所
更
埴
庁
舎
メ
モ
リ
ア

ル
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
・
更
埴

庁
舎
が
市
民
の
心
に
い
つ
ま
で
も

残
る
よ
う
な
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
。

＊
傍
聴
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
か

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
総
合
政
策
課（
内
線
５
３
１
２
）

今
後
多
く
の
公
共
施
設
が
更
新
時

期
を
迎
え
、
修
繕
や
建
替
え
に
多
額

の
財
源
確
保
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
市
は
現
在
、
公
共
施
設
の
維
持

や
統
廃
合
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
先
立
ち
、
公
共
施
設

公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
市
民
説
明
会
を
開
催

の
現
状
や
課
題
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
、
施
設
再
編
の
考
え
方

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
市
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
会
場

○
10
月
23
日（
火
）午
後
７
時
30
分
～

９
時
・
戸
倉
創
造
館
3
階
小
ホ
ー
ル

○
10
月
26
日（
金
）午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時
・
市
総
合
観
光
会
館
2

階
大
会
議
室

○
10
月
30
日（
火
）午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時
・
稲
荷
山
公
民
館
講
堂

○
11
月
２
日（
金
）午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時
・
屋
代
公
民
館
講
堂

■
内
容

○
公
共
施
設
な
ど
の
現
状
と
課
題

○
公
共
施
設
再
編
の
考
え
方
な
ど

＊
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
財

政
課（
内
線
５
２
３
２
）

■
対
象　
50
歳
以
上
の
男
性

■
検
診
内
容　
上
腕
か
ら
血
液
を
約

３
ｃ
ｃ
採
取
し
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
を
調

べ
ま
す
。

■
費
用　
１
１
０
０
円

前
立
腺
が
ん
検
診

■
検
診
日
程　
11
月
1
日（
木
）、
2

日（
金
）、5
日（
月
）、6
日（
火
）

＊
詳
細
は
市
報
４
月
号
折
込
の「
平

成
30
年
度
各
種
検
診
日
程
の
ご
案

内
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　
既
に
申
し
込
ん
だ

人
に
は
、
検
診
案
内
を
郵
送
し
ま

す
。
申
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で

検
診
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
８
）

市
は
、
特
定
疾
患
等
に
係
る
医
療

費
の
公
費
負
担
を
認
め
ら
れ
て
い
る

人
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　
10
月
１
日
現
在
で
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
特
定
疾
患
に
関
わ

る
医
療
費
の
公
費
負
担
を
認
め
ら

れ
て
い
る
人
。

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金
の
支
給
申
請

■
支
給
金
額　
１
万
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者

証
・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
・

長
野
県
特
定
疾
病
医
療
受
給
者

証
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受

給
者
証
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
受
給

者
証

○
受
給
資
格
者
名
義
の
預
金
通
帳

＊
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
な
ど

の
名
義
で
も
可
能
で
す
。

○
印
鑑

■
申
請
方
法　
10
月
31
日（
水
）ま
で

に
戸
倉
庁
舎
福
祉
課
、更
埴
庁
舎
福

祉
支
援
係
ま
た
は
上
山
田
庁
舎
市

民
窓
口
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金
の
対
象

者
は
、
市
内
循
環
バ
ス
の
無
料
乗

車
券
の
該
当
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
２
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
の
人

■
勤
務
場
所　
第
1
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
11
月
1
日
～
平
成
31

年
3
月
31
日

非
常
勤
職
員
（
第
1
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
代
替
調
理
員
）
を
募
集

＊
常
勤
職
員
の
休
暇
日
に
代
わ
っ
て

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
勤
務
日
数

は
月
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
3
時
30
分
の
う
ち
2
時
間
か

ら
6
時
間

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
10
月
19
日（
金
）ま
で

に
持
参
す
る
か
、
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
10
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
第
1
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー　
（
〒
３
８
７

－

０
０
２
１ 

千
曲
市
大
字
稲
荷

山
１
２
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－

2
7
2

－

2
1
1
4
）

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
行
政
に
対
す
る

苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
行

行
政
相
談
委
員
の
紹
介
と
秋
の
行
政
相
談
週
間

な
っ
て
い
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員

○
更
埴
地
区　
安
藤
秀し

ゅ
う
い
ち一

さ
ん（
屋

代
）、松
本
敦あ

つ
こ子

さ
ん（
稲
荷
山
）

○
戸
倉
上
山
田
地
区　
蟹
澤
幸さ

ち
こ子

さ

ん（
上
山
田
）

■
行
政
相
談　
国
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
、「
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い

る
」「
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説

明
や
措
置
な
ど
に
納
得
が
い
か
な

い
」な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
行
政
相
談
の
日
時
は
、
本

紙
28
ペ
ー
ジ「
定
例
の
相
談
」に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
総

務
課（
内
線
５
２
１
２
）

ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ
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ＦＡＸ

甲
斐
の
武
田
氏
は
、
天
正
10

年（
１
５
８
２
年
）３
月
、
勝
頼

が
織
田
信
長
に
討
た
れ
て
滅
亡

し
、６
月
に
は
信
長
も
本
能
寺

の
変
で
死
去
し
ま
し
た
。
８
月

に
は
越
後
の
上
杉
景
勝
が
、
川

中
島
平
一
帯
を
占
領
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
景
勝
と
松
田
氏

の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

文
書
２
点
を
紹
介
し
ま
す
。

天て
ん
し
ょ
う正

12
年（
１
５
８
４
年
）１

月
、
上
杉
景
勝
は
、
更
級
八
幡

宮
の
松
田
名
跡
を
日ひ

き
じ
ょ
う

岐
城（
生

坂
村
）の
城
主
で
あ
っ
た
仁
科

織お
り
べ
の
す
け

部
祐
盛
直
に
与
え
て
家
臣
と

し
、
稲
荷
山
に
城
を
築
き
ま
し

た
。
松
田
一
門
の
民み

ん
ぶ
の
す
け

部
助
に
八

幡
宮
の
領
地
を
与
え
、
稲
荷
山

城
へ
の
在
城
を
命
じ
た
の
が
、

上
杉
景
勝
の
朱
印
状
で
す
。な

お
、
現
在
の
稲
荷
山
は
こ
の
稲

荷
山
城
の
上
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
18
年（
１
５
９
０
年
）、

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
豊
臣

秀
吉
に
よ
っ
て
太
閤
検
地
が
実

施
さ
れ
ま
す
。太
閤
検
地
は
秀

吉
の
事
業
と
し
て
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
が
、
検
地
を
受
け
て
、

信
濃
に
お
い
て
秀
吉
の
年
貢
の

徴
収
制
度
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
飯
田
の
平
沢
領
と
更

級
郡
八
幡
だ
け
で
す
。

松
田
盛
直
の
黒
印
状
に
は
、

文
禄
４
年（
１
５
９
５
年
）10
月

末
、
盛
直
が
更
級
郡
全
体
で
納

め
る
べ
き
年
貢
千
二
百
八
十
八

石
の
う
ち
、
八
幡
一
帯
の
年
貢

百
二
十
二
石
余
を
景
勝
の
蔵
に

収
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。八
幡
宮
神
主
の
松
田
家
に

よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
更
級
郡
一

帯
の
年
貢
は
、
上
杉
景
勝
に
直

接
納
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

松
田
館
の

歴
史
探
訪

第5回

千
曲
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長

井
原
　
今け

さ

お

朝
男

上
杉
景
勝
と
松
田
氏

写真2　松田盛直黒印状【松田家所蔵】

    写真1　上杉景勝朱印状【松田家所蔵】

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し

て
欲
し
い
人
と
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人
が
会
員
と
し
て
登
録
し
、

子
育
て
の
手
伝
い
を
有
償
で
行
な
う

会
員
組
織
で
す
。

■
支
援
の
内
容　
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
送
り
迎
え
を
し
た
り
、
時
間
外

に
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
し
ま

す
。冠
婚
葬
祭
、
通
院
、
仕
事
、
研

修
会
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
の
と

き
に
も
、子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

依
頼
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、
生
後
３

か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
て
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
人
。

■
申
込
方
法　
更
埴
・
上
山
田
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
説
明
終
了
後
、
す

ぐ
に
会
員
に
な
れ
ま
す
。
会
員
証

明
用
に
３
㌢
四
方
の
写
真
２
枚
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
し
、
自
宅
で

の
育
児
も
可
能
で
、
心
身
共
に
健

康
か
つ
、
子
育
て
の
手
伝
い
に
理

解
と
熱
意
が
あ
り
、
子
ど
も
を
預

か
れ
る
人
。

＊
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、市
が
行
な
う「
相
互
援
助
活

動
講
習
会
」を
受
講
し
て
か
ら
会

員
に
な
れ
ま
す
。

●
相
互
援
助
活
動
講
習
会

■
講
習
会
日
時

○
11
月
16
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
５
時
15
分

○
11
月
17
日（
土
） 

　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時
15
分

○
11
月
19
日（
月
）

　
午
後
１
時
～
５
時
15
分

＊
託
児
あ
り（
要
予
約
）

■
会
場　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
■
申
込
方
法　
11
月
9
日（
金
）ま
で

に
、
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

両
方
会
員

■
対
象　
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

６
１
８
０
）
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ご

付

寄

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
更
埴
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

様

　
（
千
曲
市
）

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】　

　
時
計
4
台
・
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ

千
曲（
更
埴
体
育
館
）に
設
置
す

る
た
め

●
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
千
曲（
桜
堂
）　

　
西
澤 

賢
史 

様

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】

　
渡
辺
文
平
作 

日
本
画
1
点
・
公
共

施
設
な
ど
に
展
示
し
、市
民
の
皆
さ

ん
の
文
化
振
興
に
役
立
て
る
た
め

空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果　
　

　
9
月
5
日
（
水
）
に
更
埴
庁
舎
で

測
定
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、

健
康
に
影
響
の
な
い
値
で
し
た
。

■
調
査
結
果
　（
天
候
晴
れ
）

○
地
上
10
㍍
付
近

　

毎
時
０・
０
4
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

　
ル
ト

○
地
上
１
㍍
付
近

　

毎
時
０・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

　
ル
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

　
境
課
（
内
線
５
４
１
４
）　

知

せ

ら

お

野
外
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

刈
草
な
ど
を
含
む
廃
棄
物
の
野
外

焼
却
は
、
法
律
で
一
部
の
例
外
を
除

き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
は
煙
や
悪
臭
が
発
生
す

る
た
め
、
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
る
場

合
が
あ
り
、
最
近
、
野
外
焼
却
に
よ

る
火
災
も
多
発
し
て
お
り
、
住
宅
へ

延
焼
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

野
外
焼
却
を
せ
ず
廃
棄
物
は
市
指

定
ご
み
袋
に
収
納
し
、
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
３
）

児
童
手
当
の
振
り
込
み

■
振
込
日　
10
月
10
日（
水
）

■
内
容　
６
月
か
ら
９
月
分
ま
で
の

児
童
手
当

＊
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
通
帳
な
ど

で
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
こ

ど
も
未
来
課（
内
線
６
２
1
７
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会

家
族
会
は
、
精
神
障
が
い
者
を
家

族
に
持
つ
人
た
ち
が
互
い
の
体
験
や

悩
み
を
語
り
合
い
、
支
え
あ
う
会
で

す
。
話
し
合
い
の
内
容
は
、
そ
の
場

限
り
の
も
の
と
し
、
口
外
し
な
い
こ

と
を
約
束
し
ま
す
。

家
族
会
の
入
会
希
望
者
、
活
動
を

知
り
た
い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

●
昼
の
部

■
日
時　
10
月
4
日（
木
）・
18
日

（
木
）、
11
月
1
日（
木
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
10
月
10
日（
水
）午
後
７
時

～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

市
町
村
振
興
宝
く
じ
と
し
て「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
」「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
発
売

さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
環
境
保
全
や
高
齢
化
対
策
な

ど
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
購
入
す
る
と
県
の
販
売
実

績
と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
購

入
は
是
非
、
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
販
売
期
間　
10
月
1
日（
月
）～

23
日（
火
）

■
抽
選
日　
10
月
30
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会

（
℡
０
２
６

－

２
３
４

－

３
６
１
１
）

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
が
の

「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」は
、
主
に

北
信
地
域
の
認
知
症
の
人
が
集
い
、

自
ら
の
体
験
、
悩
み
や
希
望
な
ど
を

語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り
よ
い

暮
ら
し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
あ

り
方
を
地
域
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

集
ま
り
で
す
。

■
日
時　
10
月
20
日（
土
）、
11
月
17

日（
土
）、
12
月
15
日（
土
）、
平
成

31
年
1
月
26
日（
土
）、
2
月
23
日

（
土
）、
3
月
16
日（
土
）い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分（
予

定
）

■
会
場　
長
野
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー

＊
11
月
17
日（
土
）の
み
安
茂
里
公
民

館（
長
野
市
）

■
対
象　
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

人（
も
し
く
は
疑
い
が
あ
り
悩
ん

で
い
る
人
）と
そ
の
ご
家
族
な
ど

＊
日
程
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
県
若
年

性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー 

伝
田（
℡
０
２
６

－

２
９
２

－

２
２
４
3
）
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集

募

介
護
予
防
　
転
倒
予
防
教
室

■
期
間　
11
月
～
平
成
31
年
3
月

＊
月
3
回
程
度
で
午
前
中
1
時
間
30

分
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
会
場　
市
内
5
会
場（
雨
宮
会
館
、

八
幡
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
情
報
館
、

戸
倉
創
造
館
、
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
）

■
対
象
　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

○
参
加
に
あ
た
り
介
助
を
必
要
と
さ

第
2
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
一
般
見
学
・
試
食
会

■
期
日　

○
10
月
24
日（
水
）ソ
フ
ト
麺
の
献
立

○
10
月
31
日（
水
）ご
は
ん
の
献
立

■
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
頃

■
会
場　
第
2
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
給
食
・
献
立
の
説
明
、
調

理
の
見
学
、試
食
な
ど

■
定
員　
各
30
人（
先
着
順
）

■
試
食
費　
１
食
３
２
０
円

■
申
込
方
法　
第
2
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
10
月
17
日（
水
）ま
で
に
試
食

費
を
添
え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
第
2
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー（
℡
０
２
６

－

2
7
5

－

0
3
6
5
）

長
野
一
日
合
同
行
政
相
談
所

不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
道
路
や

農
地
な
ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
や
弁
護
士
な
ど
専
門
家
に

相
談
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
6
日（
火
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

＊
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

■
会
場　
長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
4
階
大
学
習
室
2
及
び
3

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
省
長
野
行

政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
３
５

－

1
1
0
0
）

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア「
は
つ
ら
つ

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
in
千
曲
」

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

や
世
界
選
手
権
出
場
経
験
者
ら
12
人

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
と
地
元
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の
親

善
試
合
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
25
日（
日
）午
前
9

時
～
午
後
2
時
50
分　

■
会
場　
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲

（
更
埴
体
育
館
）

■
内
容　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
ス
パ
イ
ク
で
百

発
百
中
、
ド
リ
ブ
ル
つ
な
げ
て
リ

レ
ー
）、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ

（
さ
つ
き
ク
ラ
ブ
、紅
ク
ラ
ブ
、あ

ん
ず
ク
ラ
ブ
）、 

ド
リ
ー
ム
抽
選

会
＊
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
、
10
月
下
旬
に
こ
と

ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲（
更
埴
体
育

館
）、戸
倉
体
育
館
、勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
体
育

館
内
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
℡

０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

■
日
時　
11
月
２
日（
金
）
午
後
７

時
30
分
～
９
時

■
会
場　
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
お

お
と
り
プ
ラ
ザ
大
研
修
室

第
3
回
「
働
き
方
改
革
」
講
演
会

「
カ
エ
ル
会
議
」と
い
う
手
法
を

用
い
て
、
課
題
の
抽
出
と
解
決
策
を

提
案
す
る
演
習
を
体
験
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
8
日（
木
）午
後
3

時
～
5
時

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
講
師　
福
盛
二
郎
さ
ん（
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
イ
ー
キ
ュ

ア
株
式
会
社
）

■
対
象　
市
内
の
企
業
経
営
者
、
総

務
担
当
者
、
現
場
・
若
手
職
員
な

ど（
複
数
参
加
も
可
能
）

■
定
員　
40
人

■
申
込
期
限　
11
月
2
日（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
上
山
田
庁
舎
・
産
業
振
興
課（
内

線
７
３
３
４
）

北
信
地
域
合
同
企
業
説
明
会

60
社
以
上
の
企
業
採
用
担
当
者
と

直
接
面
談
が
で
き
、
企
業
情
報
を
得

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

■
日
時　
10
月
29
日（
月
）午
後
１

時
～
４
時　
　

■
会
場　
ホ
テ
ル
信
濃
路
2
階（
長

野
市
）

就
職
応
援
会

求
人
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

求
人
内
容
の
説
明
が
聞
け
ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日（
水
）午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分

■
会
場　
市
地
域
職
業
相
談
室

■
対
象　
千
曲
市
・
坂
城
町
に
在
住

す
る
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

2
9
3

－

8
6
0
9　

音
声
ナ
ビ
3
番
）

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す

２
０
１
９
年
4
月
1
日
か
ら
働
き

方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま

す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入

■
施
行
日

○
大
企
業　
２
０
１
９
年
4
月
1
日

○
中
小
企
業 

２
０
２
０
年
4
月
1
日

わ
た
し
が
創
る 

わ
た
し
の
シ
ゴ
ト

女
性
の
起
業
を
応
援
！

■
日
時　
11
月
12
日（
月
）午
後
１
時

～
３
時

■
会
場　
上
田
市
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

■
内
容　
上
田
市
創
業
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
女
性
起
業
家
支
援

施
策
の
紹
介
、
県
内
の
女
性
起
業

家
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、交
流
タ
イ
ム

＊
託
児
可
能（
人
数
上
限
あ
り
）。

■
申
込
方
法　
11
月
5
日（
月
）ま
で

に
、
上
田
市
創
業
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先 

広
域
関
東
圏
女

性
起
業
家
等
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
℡
０
３

－

６
２
２
５

－

２
０
８
１
）

れ
な
い
人

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
通
所
型
サ

ー
ビ
ス（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
人

■
内
容　
介
護
予
防
に
効
果
的
な
運

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、

実
践
し
ま
す
。

＊
送
迎
あ
り（
詳
細
は
配
布
す
る
申

込
み
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

■
参
加
費　
１
６
０
０
円（
1
か
月
）

■
募
集
人
数　
５
会
場
で
約
20
人　

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
10
月

10
日（
水
）ま
で
に
申
込
み
案
内
を

更
埴
庁
舎
更
埴
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
戸
倉
庁
舎
高
齢
福
祉
課
、

戸
倉
上
山
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
更

埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
内

線
５
５
２
２
）

千
曲
川
の
河
川
敷
内
樹
木
伐
採

千
曲
川
河
川
敷
内
の
樹
木
を
伐
採

し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

＊
伐
採
者
に
は
、
伐
採
し
た
樹
木
を

譲
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
詳
細
は
、
千
曲
川
河

川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
川
河
川

事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

9
2
6
1
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
日
時　
10
月
30
日（
火
）午
前
10
時

20
分
～
11
時
20
分（
予
定
）　

■
会
場　
戸
倉
創
造
館
大
ホ
ー
ル

■
持
ち
物　
上
履
き
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、飲
み
物

＊
同
講
座
の
ほ
か
に
健
康
づ
く
り
応

援
団（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）

と
一
緒
に
軽
体
操
も
行
な
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
更

埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
内

線
５
５
２
２
）

  

中原区は、一般財団
法人自治総合センタ
ーの宝くじ助成事業

　　　中原区が

宝くじ助成事業を活用

お知らせ

を活用し、発電機ほかコミュニティ
活動に必要な備品を整備しました。

■問い合わせ先　
　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

■
テ
ー
マ
　「
支
え
合
う
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
」

■
講
師　
山
崎
福
太
郎
さ
ん（
信
州

大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学

校
教
諭
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
特
定
非
営
利
活

動
法
人
千
曲
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
℡
０
２
６

－２
７
３

－０
０
１
０
）

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

■
施
行
日
　
２
０
１
９
年
4
月
1
日

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

が
禁
止

■
施
行
日

○
大
企
業　
２
０
２
０
年
4
月
1
日

○
中
小
企
業 

２
０
２
1
年
4
月
1
日

＊
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
長
野
労
働
局（
℡
０
２
６

－

２
２
３

－

０
５
５
１
）

■
対
象　

○
平
成
31
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

○
大
学
な
ど
卒
業
後
３
年
以
内
の
求

職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

8
6
0
9　

音
声
ナ
ビ
3
番
）

「
釣
ー
リ
ズ
ム
信
州
」
冬
期
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
場
開
設

■
期
間　
10
月
１
日（
月
）～
平
成
31

年
２
月
15
日（
金
）

■
会
場　
千
曲
川
万
葉
橋
か
ら
大
正

橋
の
間

■
釣
り
方 

（
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
）

え
さ
釣
り
・
ル
ア
ー
釣
り
な
ど

■
ニ
ジ
マ
ス
放
流
日
程　
10
月
１
日

（
月
）と
10
、11
月
の
毎
週
土
曜
日

■
放
流
時
間　
午
前
９
時
頃

■
放
流
場
所　
戸
倉
千
曲
川
緑
地
公
園

＊
10
月
６
日（
土
）午
前
８
時
45
分
か

ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

同
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

＊
釣
り
を
す
る
際
は
事
前
に
遊
漁

券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
更
埴

漁
業
協
同
組
合
や
一
部
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
取
り
扱
い
店
舗
の
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
釣
券
５
２
０
円
、
年
度
券

５
４
０
０
円
、中
学
生
以
下
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
漁
業
協

同
組
合（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

１
５
３
６
）
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ご寄付・お知らせ・募集・催し物

＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
コ
ー
ス
（
日
程
）

①
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

入
門　
11
月
１
日
、２
日

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
活
用

11
月
6
日
、7
日

③
ワ
ー
ド
（
文
章
）
基
礎　
11
月
9

日
、
13
日
、
14
日
、
16
日
、
20
日
、

21
日 

④
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
基
礎　
11

月
12
日
、19
日
、26
日

⑤
初
心
者
向
け
エ
ク
セ
ル　
11
月
29

日
、30
日

■
時
間　
①
②
③
午
前
９
時
～
正

午
、
④
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

⑤
午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時
30
分

■
会
場
　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー（
長
野
市
）

■
定
員　
各
10
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
①
②
は
５
０
０
０
円
、

③
④
は
１
万
４
０
０
０
円
、
⑤
は

３
５
０
０
円

■
申
込
方
法　
10
月
9
日（
火
）か

ら
各
受
講
開
始
日
の
１
週
間
前
ま

自
衛
官
採
用
試
験

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
男
子
）

■
受
験
資
格　
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
る（
見
込
含
む
）17
歳
未
満
の
人

【
推
薦
】

■
申
込
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
木
）

～
30
日（
金
）

■
試
験
日
　
平
成
31
年
１
月
5
日

（
土
）か
ら
7
日（
月
）ま
で
の
い
ず

れ
か
１
日

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
「
イ
ベ
ン
ト
出

展
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

来
年
の
春
に
、
信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
36
回

全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア「
信
州

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
～
北
ア
ル

プ
ス
の
贈
り
も
の
～
」を
開
催
し
ま

す
。
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
長

野
県
で
は
初
め
て
と
な
る
国
内
最
大

し

物

催

ひ
と
り
親
あ
ん
ず
会

　
　
　「
科
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
」

「
県
下
最
大
級
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
」と「
科
学
体
験
工
房
」で
思
い
っ

き
り
科
学
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

 

未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
施
設「
佐

久
市
子
ど
も
未
来
館
」で
楽
し
み
な

が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　
10
月
28
日（
日
）

■
会
場　
佐
久
市
子
ど
も
未
来
館

■
集
合
場
所　
戸
倉
庁
舎
駐
車
場

■
出
発
時
間
　
午
前
10
時

■
到
着
時
間　
午
後
5
時
30
分

■
内
容　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
、

科
学
体
験
工
房
で
の
体
験
、
常
設

科
学
展
示
の
見
学

■
対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

■
定
員　
親
子
で
30
人（
先
着
順
） ！！

  
第22回荒砥城まつり

催し物

■日時　10月21日（日）
           午前10時～ 午後２時
■会場　城山史跡公園荒砥城跡
＊当日は車の乗り入れができません。
＊市総合観光会館からバスが出ます。
■内容　よろいかぶとを着て荒砥城主体験、

戦国弓矢体験、乗馬体験、お茶会、戦国鍋の
お振舞い（先着５００食）など

■問い合わせ先　荒砥城まつり実行委員会事
務局　宮島（℡090-2483-4012）

手
作
り
ぎ
ょ
う
ざ
教
室

■
日
時　
10
月
21
日（
日
）午
前
9

時
30
分
～
午
後
0
時
30
分　

■
会
場　
埴
生
公
民
館
調
理
室

■
定
員　
20
人（
先
着
順
）

  
第26回さらしなの里

縄文まつり

催し物

■日時　10月28日（日）
           午前9時20分～午後2時30分
■会場　さらしなの里古代体験パーク
■内容　
○縄文釣り、縄文編物、火おこし、弓矢などの

各種縄文生活体験
○イノシシの焼肉、縄文シシ肉だんご、イワ

ナの炭火焼きなど縄文料理の食体験
■問い合わせ先　さらしなの里歴史資料館
（℡026-276-7511）

図
書
館
ま
つ
り

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
9
時

30
分
～
午
後
5
時

■
会
場　
更
埴
図
書
館
、
更
埴
文
化

会
館

■
内
容　
古
本
市
、職
員
に
よ
る
お
は

な
し
会
、
通
年
講
座
受
講
生
に
よ

る
朗
読
発
表
会
、
お
り
が
み
工
作

教
室
、ガ
ラ
ス
小
物
づ
く
り
体
験

＊
ガ
ラ
ス
小
物
づ
く
り
体
験
は
、
定

員
30
人
で
す
。10
月
23
日（
火
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は

１
３
０
０
円
か
ら
１
４
０
０
円
で

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴

図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－
２
９
８
９
）

子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

■
会
場　
戸
倉
創
造
館
1
階
ロ
ビ
ー

■
内
容　

○
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
は
な
し
読
み
聞

か
せ（
大
型
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
の
上
演
な
ど
）

＊
こ
の
催
し
物
に
参
加
さ
れ
た
子
ど

公
共
職
業
訓
練
12
月
期
受
講
生

■
訓
練
期
間　
12
月
4
日（
火
）か

ら
６
か
月
間

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

（
長
野
市
）

■
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

申
込
み
を
し
て
い
る
人

■
定
員　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
加
工

科
15
人

■
受
講
料　
無
料

＊
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

■
内
容　
も
の
づ
く
り
の
技
術
、
設

備
の
保
守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・

技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

■
申
込
期
限　
10
月
29
日（
月
）

＊
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
長
野（
℡
０
２
６

－

２
４
３

－

７
８
５
６
）

【
一
般
】

■
申
込
受
付
期
間　
11
月
１
日（
木
）

～
平
成
31
年
１
月
7
日（
月
）

■
１
次
試
験
日　

　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）

■
申
込
方
法　
詳
細
は
、
自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
・

長
野
地
域
事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
３
５

－

６
０
２
６
）

■
参
加
費　
大
人
５
０
０
円
、
子
ど

も
３
０
０
円（
昼
食
代
は
、
ひ
と

り
親
あ
ん
ず
会
が
負
担
し
ま
す
）

■
申
込
方
法　
10
月
19
日（
金
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
こ
ど
も
未
来
課（
内

線
６
２
２
５
）

も
は
、
カ
プ
セ
ル
ト
イ
を
1
回
ま

わ
せ
ま
す
。

■
対
象　
保
育･

幼
稚
園
児
、
小
学

生
＊
園
児･

小
学
校
低
学
年
は
保
護
者

と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　
20
人　

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
、
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉

図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

７
０
０
１
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
申
込
方
法
　
10
月
15
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲

市
日
中
友
好
協
会　
山
岸（
℡

０
２
６

－

２
７
４

－

０
２
２
７
）

健
康
プ
ラ
ザ
「
秋
の
音
楽
祭
」

■
日
時　
10
月
20
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場　
健
康
プ
ラ
ザ
大
広
間

■
演
奏
者　
屋
代
高
等
学
校
吹
奏
楽

班
■
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
市
健
康
プ
ラ
ザ（
℡
０
２
６

－

2
7
2

－

5
8
1
8
）

生
ご
み
減
量
・
堆
肥
化
講
習
会

■
日
時　
10
月
23
日（
火
）午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分
頃

■
会
場　
戸
倉
創
造
館

■
定
員　
15
人

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴

庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課（
内
線

５
４
２
３
）

で
に
受
講
料
を
添
え
て
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
２
１

－

０
５
０
５
）

級
の
花
と
緑
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
期
間　
平
成
31
年
４
月
25
日

（
木
）～
６
月
16
日（
日
）

■
会
場　
松
本
平
広
域
公
園

■
イ
ベ
ン
ト
出
展
者
の
内
容

○
花
と
緑
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
ス
テ
ー
ジ
を
使
用
し
た
演
奏
・
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

　
会
場
運
営
・
催
事
業
務
の
サ
ポ
ー

ト
、花
が
ら
摘
み
な
ど

■
申
込
方
法　
詳
細
は
、
信
州
花
フ

ェ
ス
タ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

○
イ
ベ
ン
ト
出
展
者　
10
月
31
日

（
水
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
平
成
31
年
1
月

31
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
第
36
回
全
国
都

市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局（
℡
０
２
６
３

－

８
８

－

１
１
８
３
）
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ご寄付・お知らせ・募集・催し物

＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

  

〈広告欄〉〈広告欄〉 〈広告欄〉〈広告欄〉

期日 時間 内容 参加費

10月3日（水） 午前10時～
正午 【スマートフォン＆タブレット教室】 1,700円

10月5日（金） 午前10時～
正午 【パステルアートで希望の丘を描こう！】 2,000円

10月12日（金） 午前10時～
11時30分 【セルフマツエク体験レッスン】 1,500円

10月15日（月） 午前11時～
午後1時 【「きのこの日」鑑定セミナー ＆ きのこランチ】 1,800円

10月16日（火） 午前10時～
正午

【羊毛フェルト講座】
 黒猫を羊毛フェルトで刺繍します。 1,200円

10月17日（水） 午前9時30分
～正午

【布小物教室　初級編】
 鍋敷きにもなるハートの鍋つかみを作ります。 2,200円

10月19日（金） 午後1時～
2時30分

【あなたの悩み、骨盤の歪みのせいかも？】
 骨盤の歪みによる悪影響などの講義です。 1,500円

10月20日（土） 午前10時～
正午

【ジェルキャンドルレッスン】
 お花を入れたジェルキャンドルを作ります。 2,300円

10月24日（水） 午前10時～ 【笑顔で脳トレいきいきヨガ + 健康ランチ】 1,900円
10月27日（土） ー 【白鳥園誕生祭3周年記念イベント】 ー

10月28日（日） 午前9時30分
～正午

【インターバル速歩 ＆ 健康ランチ】
 健康的な生活の再設計に挑戦します。 1,500円

10月30日（火） 午前10時
～11時30分

【アロマワックスカップ講座】
 火を灯さずにアロマの香りを楽しめるアロマワッ
 クスカップを作ります。

2,300円

白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
持
ち
物
な
ど
は
申
込
時
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の
さ

と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

2
7
5

－

0
4
0
0
、
電
子
メ
ー

ルinfo@
hakuchoen.jp

）

姉
妹
都
市
の
観
光
情
報

射い

み

ず水
市
観
光
情
報

　
新
湊
カ
ニ
か
に

　
　
　
海
鮮
白
え
び
ま
つ
り

富
山
県
内
で
も
有
数
の
食
の
祭
典

で
す
。富
山
湾
を
代
表
す
る「
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
」や「
シ
ロ
エ
ビ
」な
ど
鮮
度

抜
群
の
海
の
幸
の
即
売
の
ほ
か
、
ア

ツ
ア
ツ
の
カ
ニ
鍋
な
ど
が
味
わ
え
ま

す
。カ
ニ
の
即
売
は
毎
年
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

 

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
も
行
な
わ
れ
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
10
月
14
日（
日
）午
前
８
時

～
午
後
２
時
30
分

■
会
場　
新
湊
漁
港（
東
地
区
）富
山

県
射
水
市
八
幡
町
１

－1
１
０
０ 

■
問
い
合
わ
せ
先　
実
行
委
員
会

（
射
水
市
観
光
協
会
・
℡
０
７
６
６

－８
４

－４
６
４
９
）

第27回森将軍塚まつり
催し物

■日時　11月３日（土・祝）午前８時40分～午後３時
■会場　科野の里歴史公園
■内容　
○屋代駅から森将軍塚古墳までのパレード
○古墳上での収穫感謝の儀式
○青空教室（歴史講座）
○森将軍塚鍋やキビ餅のサービス（先着2,000人）
○森将軍塚ウォークなど
　（屋代駅～有明山～森将軍塚古墳）
＊当日は長野県立歴史館・森将軍塚古墳館の観覧、森将軍

塚古墳見学バスの利用が無料となります。
＊会場周辺は混雑し

ますので、徒歩ま
たは屋代駅からの
シャトルバスの利
用をお願いします。

■問い合わせ先

　森将軍塚古墳館（℡
026-274-3400）

体
育
の
日
に
大
林
山
に
登
ろ
う

■
日
時　
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
頃（
雨
天

中
止
）

■
集
合
場
所　
四
十
八
曲 

坂
上
ト
ン

ネ
ル
口
広
場

■
コ
ー
ス　
四
十
八
曲
ト
ン
ネ
ル
広

場
→
反
射
板
→
大
林
山
→
八
頭
→

四
十
八
曲
峠
→
旧
道
→
四
十
八
曲

ト
ン
ネ
ル
広
場

＊
登
り
の
き
つ
い
斜
面
も
あ
る
の
で
、体

力
を
考
え
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
持
ち
物　
昼
食
、
飲
料
水
、
お
や

つ
、雨
具

■
服
装　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

軍
手
、山
道
を
歩
け
る
靴

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
み
ど
り
を
守
る
会　
杉
本（
℡

０
８
０

－

１
０
３
８

－

８
６
２
３
）

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
祭

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
2
時
30
分

■
会
場　
長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
長
野

市
）

■
内
容

自
然
観
察
会

森
将
軍
塚
古
墳
周
辺
を
散
策
し
て
、

紅
葉
や
野
鳥
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
９

時
～
正
午
頃（
悪
天
中
止
）

■
集
合
場
所　
森
将
軍
塚
古
墳
駐
車
場

■
観
察
場
所　
森
将
軍
塚
古
墳
周
辺

■
持
ち
物　
双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
持
っ

て
い
る
人
は
千
曲
市
の
自
然
観
察

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

■
服
装　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き

慣
れ
た
靴

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
曲
市
環
境
市

民
会
議
事
務
局（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０　
連
絡
は

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
）

○
講
演
会　
テ
ー
マ「
老
化
と
勘
違

い　
忍
び
寄
る
廃
用
症
候
群
」

　
講
師　
清
野
良
文
さ
ん（
長
野
県

立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
医
師
）

○
セ
ン
タ
ー
寄
席
、
足
腰
の
筋
肉
を

鍛
え
る
運
動
、
お
食
事
な
ん
で
も

相
談
、義
肢
装
具
の
展
示
・
体
験

○
豚
汁
の
提
供
、
セ
ン
タ
ー
祭
名
物

焼
き
そ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

産
男
爵
イ
モ
詰
め
放
題

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
℡
０
２
６

－

２
９
６

－

３
９
５
３
）
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定例の掲示板

千曲市役所　  　　　　   更埴庁舎　FAX026-273-1004
 ℡026-273-1111（代表）    戸倉庁舎　FAX026-275-0238
                              　  上山田庁舎　FAX026-276-0796

市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

〈広告欄〉

10
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

○
市
県
民
税（
３
期
分
）

○
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
分
）

○
介
護
保
険
料（
７
期
分
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
４
期
分
）

○
保
育
料（
10
月
分
）

○
公
共
下
水
道
使
用
料（
７
期
分
）

○
倉
科
・
森
・
羽
尾
排
水
施
設
使
用
料（
７
期
分
）

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
10
月
分
）

○
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
10
月
分
）

○
市
営
水
道
料
金（
10
月
分
）

■
納
付
期
限　
10
月
31
日（
水
）

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
10
月
31
日（
水
）　
午
前
9
時
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
10
月
29
日（
月
）　
午
後
３
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

委
員
会
の
開
催

■
日
時　
10
月
21
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務
を

行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

＊
住
民
異
動
届
（
住
所
の
異
動
）
は
、
取
り
扱
い
で

　
き
ま
せ
ん
。

10
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上

山
田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、
公
民
館
、
し
な
の
鉄
道
の
各
駅

ほ
か
、
市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２

　
１
）

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談

し
ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

更
埴
庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
）

●
10
月
24
日（
水
）午
前
9
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

〈広告欄〉

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。当番医・当番薬局は変更になる場合があります。当番医の場合
は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に確認してください。

○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515、5532）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください

キュボロ、農業用トンネ
ル、ウェットスーツ、ス
トライダー、卓球台、ガ
スコンロ、電子ピアノ

（キーボード）

 ゆずります

ケヤキの根、ＶＨＳビデオテープ、エレクトーン、ポ
ータブルトイレ、電動介護ベッド、スキーウェア、油
絵用イーゼル、子ども服、冷風機、幼児用イス（テー
ブル付き）、ジェルマット、自転車用チャイルドシー
ト、水槽

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

10／7
（日）

いなりやまクリニック（稲荷山）
026-214-3501
みやばやし小児科アレルギー科（上徳間）
026-261-5221

竹内歯科医院（稲荷山）
026-274-7050

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
上徳間薬局（内川）026-276-7790

10／８
（月・祝）

中沢医院（小島）026-272-0131
森本眼科クリニック（内川）
026-285-0020

榑沼歯科医院（内川）
026-261-5005

お日さま薬局（小島）026-272-0229
タカチ薬局（内川）026-275-1624
正林堂薬局（戸倉）026-275-0180

10／14
（日）

島谷医院（杭瀬下）026-273-1201
松尾医院（坂城町）0268-82-2013

前山歯科医院（上徳間）
026-276-0282

信州調剤薬局（杭瀬下）026-214-6868
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

10／21
（日）

坂口整形外科（屋代）026-273-8680
とよき内科 （磯部）026-276-0413

こみやま歯科医院（力石）
0268-81-7011

クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
磯部土屋薬局（磯部）026-275-6464

10／28
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435

しおいり歯科医院（雨宮）
026-273-8080

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244

11／３
（土・祝）

鴇沢内科クリニック（屋代）
026-272-3713
安川整形外科クリニック（屋代）
026-273-6611
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

関歯科医院（粟佐）
026-285-0418

やしろ薬局（屋代）026-272-8461
村上日野屋薬局（坂城町）0268-81-2020

＊リサイクルコーナーは平成31年３月末で終了します。

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
愛
媛

県
宇
和
島
市
を
支
援
す
る
た
め
、千
曲
市
区
長
会
連
合
会
で
、

各
区
・
自
治
会
を
通
し
て
義
援
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

義
援
金
は
、
直
接
宇
和
島
市
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
募
金
総
額　
３
６
０
万
６
６
１
３
円

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
市
区
長
会
連
合
会
事
務
局
（
更
埴

　
庁
舎
・
総
務
課
内
、
内
線
５
２
１
１
）

姉
妹
都
市
「
宇
和
島
市
」
へ
の
義
援
金
の
お
礼
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から ー　相談は無料です　ー

定例の相談
千曲市役所 　 　　　　   更埴庁舎　FAX026-273-1004
 ℡026-273-1111（代表）    戸倉庁舎　FAX026-275-0238
                              　  上山田庁舎　FAX026-276-0796

市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日のことです。

相談内容 日時 時間 会場 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 10月10日（水） 午後1時30分～
4時 ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

女性相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分 戸倉庁舎・こども未来課 戸倉庁舎・こども未来課

内線6225
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
10月６日（土）

午前9時～正午
更埴文化会館 2階小会議室

千曲市社会福祉協議会
℡026-276-2687

＊相談日直前の金曜日正午までに
電話予約が必要です。

＊両日とも新規登録を受け付けま
す。

10月14日（日） 戸倉創造館 創作室2

市民に寄り添う
人権相談 10月19日（金） 午後1時～4時  戸倉創造館

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
10月４日（木） 午後1時30分～

4時30分
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）10月18日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

法律相談
11月13日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要11月27日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
10月10日（水）

午後1時～3時
更埴文化会館１階学習室 更埴庁舎・総務課

内線521210月13日（土） 稲荷山太陽の園

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時
更埴庁舎年金相談コーナー

更埴庁舎・市民課
内線5434

10月11日（木）
10月25日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線626510月15日（月） 午前9時～

午後4時

～今月は「麻薬・覚せい剤乱用防止運動月間」です～

上
山
田
公
民
館
図
書
室 

新
刊
図
書

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
更
埴
西
図
書
館

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説 

『
悪
玉
伝
』朝
井
ま
か
て

『
新
・
水
滸
後
伝
上
・
下
巻
』

田
中
芳
樹

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
主
婦
力
ゼ
ロ
か
ら
の
や
っ
て
み
た

家
事
』マ
ル
サ
イ

『
夏
の
甲
子
園
１
０
０
回
故
郷
の
ヒ

ー
ロ
ー 

完
全
保
存
版
』

週
刊
朝
日
編
集
部

○
児
童
向
け

『
ハ
ン
カ
チ
さ
が
し
』岡
田
千
晶

『
女
の
子
だ
っ
て
、
野
球
は
で
き

る
！
』長
谷
川
晶
一

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

○
小
説

『
引
火
点
』笹
本
稜
平

『
ふ
た
り
ぐ
ら
し
』桜
木
紫
乃

『
ギ
ケ
イ
キ
』町
田
康

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
咳
を
し
て
も
一
人
と
一
匹
』

群
よ
う
こ

『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
甘
酒
入
門
』

石
澤
清
美

○
児
童
向
け

『
な
に
は
こ
ん
で
る
の
？
』

ス
ズ
キ
サ
ト
ル

『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
も
い
い
よ
』

石
田
享
子

○
小
説

『
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ブ
』島
本
理
生

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
賢
い
化
粧
品
の
選
び
方
』

小
澤
貴
子

○
児
童
向
け

『
明
日
と
も
だ
ち
に
話
し
た
く
な
る

野
菜
の
話
』稲
垣
栄
洋

平成 30 年市内事件・事故累計

（8 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 32件 （+4）
自転車盗 16件 （±0）
車上狙い 10件 （+1）
その他 23件 （+7）

交
通
事
故

件数 139件 （+14）
死者 0人 （－3）
傷者 177件 （+27）

 人気の本ベスト3 【児童・読み物】

１位『びょういんのおばけずかん』斉藤洋
２位『にちようびは名探偵』杉山亮
３位『おばけのたからもの』むらいかよ

 

著／加藤廣、出版社／新潮社

炎上する大坂城から脱出した
秀頼。その後、秀頼亡きあと、
秀頼の意思を継ぐ軍団と島原
に現れた天草四朗。彼らは起

た

つ時を窺っていた。加藤廣遺
作の長編時代小説。

「秘録島原の乱」

おすすめの一冊
更埴西図書館

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

日 月 火 水 木 金 土

1＊ 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31＊

10月の図書館カレンダー

更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
上山田公民館図書室　休館日

＊蔵書点検、図書システム更新作業休館日：
　10月１日（更埴・更埴西・戸倉図書館・ 
　上山田公民館・屋代駅市民ギャラリー）
＊月末図書整理休館日：10月31日

平
成
30
年
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

に
つ
い
て

　
地
域
安
全
に
資
す
る
関
係
機
関
、
団

体
及
び
警
察
が
、
地
域
安
全
活
動
を
強

化
し
、
一
層
連
携
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
に
、
10
月
11
日
か
ら

20
日
ま
で
の
10
日
間
、

県
下
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　「
日
本
一
安
全
・
安
心
な

　
　
　
　
　
　
長
野
県
を
め
ざ
し
て
」

と
し
て
、
全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
期
間
中
、
子
ど
も
・
女
性
の
犯
罪
被

害
防
止
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
広
報
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
街
頭
警
戒

活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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い こ い の 広 場

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
動
く

事
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
が

好
き
な
娘
は
、
公
園
に
行
っ
た
り
、

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
り
し
て

思
い
っ
き
り
遊
ん
で
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
初
め
て
行
っ
た
の
は
娘
が
９

か
月
位
の
頃
で
、
最
初
は
ど
ん
な
所

な
の
か
と
不
安
な
気
持
ち
が
強
か
っ

た
が
、
明
る
く
優
し
い
先
生
方
や
子

ど
も
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
母
親
同

士
で
話
す
機
会
が
増
え
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
気
軽

に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
仲
良
く
な

っ
た
仲
間
た
ち
に
会
え
る
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
子
育
て

に
関
わ
る
人
た
ち
を
繋
い
で
い
る
所

な
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て
恵
ま

れ
た
環
境
で
子
育
て
で
き
て
い
る
こ

と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
元
気
に
す

く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
奈
那
子
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見

せ
て
ね
。

結
婚
し
て
２
年
目
に
入
っ
た
頃
に

妊
娠
が
分
か
り
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
初

め
て
の
妊
婦
生
活
は
、
日
々
大
き
く

な
っ
て
い
く
お
腹
に
手
を
当
て
な
が

ら
、
出
産
に
対
し
て
の
不
安
が
増
し

て
い
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

長
女
が
産
ま
れ
た
の
は
、
予
定
日

の
１
週
間
後
で
し
た
。
産
ま
れ
て
か

ら
は
休
む
間
も
な
く
、
お
っ
ぱ
い
を

あ
げ
た
り
お
む
つ
を
換
え
た
り
と
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
で
、
お
世

話
を
し
ま
し
た
。
寝
不
足
に
な
り
な

が
ら
も
、
隣
で
す
や
す
や
眠
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、１
日
の
疲
れ
が
癒

さ
れ
る
瞬
間
で
す
。
長
女
は
あ
り
が

た
い
こ
と
に
、
お
っ
ぱ
い
を
良
く
飲

み
、
夜
泣
き
も
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
あ

ま
り
手
の
か
か
ら
な
い
子
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、１
歳
８
か
月
を

過
ぎ
た
今
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
や

や
り
た
く
な
い
こ
と
が
あ
る
と「
ヤ

ダ
」と
は
っ
き
り
意
思
表
示
を
す
る

わ
た
し
の

　
子
育
て

第
90
話

小
こ ば や し

林　くみこさん（屋代）

「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラム

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
生
活
リ
ズ
ム

第 53 回

第  回１７

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
服
部
で

す
。

　
千
曲
市
に
着
任
し
て
７
月
で
満

１
年
。
農
業
関
係
や
食
農
関
係
に

参
加
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年

で
し
た
。

　
姨
捨
の
棚
田
貸
し
ま
す
制
度
の

稲
刈
り
、
脱
穀
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

メ
イ
ン
に
、
各
種
産
業
展
な
ど
で
、

姨
捨
の
棚
田
や
棚
田
貸
し
ま
す
制

度
の
Ｐ
Ｒ
、
棚
田
米
の
販
売
・
宣

伝
を
し
た
り
、
箱
膳
な
ど
千
曲
市

の
伝
統
食
を
学
ん
だ
り
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
の
３
月
か
ら
は
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
米
作
り
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
給
稲
作
入

門
講
座
を
運
営
し
、
受
講
生
が
実

際
に
米
作
り
を
体
験
す
る
た
め
の

田
ん
ぼ
の
管
理
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
報
が
発
行
さ
れ
る
と
き

に
は
、
棚
田
の
稲
刈
り
も
終
わ
り

は
ぜ
掛
け
の
頃
で
し
ょ
う
。
昔
な

が
ら
の
は
ぜ
掛
け
、
天
日
干
し
風

景
は
、
ま
さ
に
日
本
の
原
風
景
。

棚
田
で
の
作
業
は
、
大
型
機
械
が

入
ら
ず
手
作
業
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
手
作
業
だ
か
ら
こ
そ
の
充
実

感
、
棚
田
の
風
の
爽
快
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
善
光
寺
平

を
一
望
に
で
き
る
姨
捨
の
棚
田
で
、

お
米
作
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

▲

棚
田
の
田
起
こ
し
に
挑
戦
！

▲大田原農業体験にて、初めてのお
やき作り。皮を薄く均一にするの
が難しかったです。

　
人
間
は
、
日
の
出
と
と
も
に
目
覚

め
、
日
暮
れ
と
と
も
に
休
む
と
い
う

リ
ズ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

脳
の
視
床
下
部
と
い
う
場
所
が
、
外

か
ら
の
明
る
さ
や
暗
さ
を
眼
球
を
通

し
て
キ
ャ
ッ
チ
し
体
の
リ
ズ
ム
を
作

っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
リ
ズ
ム
は
、
私
た
ち
の
体
に

と
っ
て
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
と
関
係
が

あ
り
ま
す
。
特
に
成
長
期
に
あ
る
子

ど
も
の
場
合
、
夜
し
っ
か
り
眠
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
眠
り
と
関
係
が
あ
る
２
つ
の
ホ
ル

モ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
①
「
成
長
ホ

ル
モ
ン
」
は
眠
っ
て
い
る
間
に
脳
か

ら
出
て
、
骨
を
伸
ば
し
、
筋
肉
に
働

き
か
け
、
大
脳
や
神
経
を
育
て
る
な

ど
子
ど
も
の
成
長
、
発
達
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン

は
夜
８
時
頃
か
ら
出
始
め
、
夜
中
の

１
時
頃
に
ピ
ー
ク
に
な
る
の
で
、
夜

９
時
頃
に
は
寝
か
し
つ
け
、
夜
中
１

時
に
は
熟
睡
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。
②
「
メ
ラ
ト
ニ
ン

ホ
ル
モ
ン
」は
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
、

眠
気
を
誘
う
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ぐ

っ
す
り
眠
る
た
め
に
必
要
な
ホ
ル
モ

ン
で
、
周
り
が
暗
い
こ
と
で
た
く
さ

ん
出
ま
す
。
子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け

る
と
き
に
は
、
部
屋
を
暗
く
し
、
光

や
音
な
ど
の
刺
激
を
無
く
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
早
寝
早
起
き
の
生
活

リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
は
子
ど
も
だ
け
で
身
に

つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
親
や
周
囲

の
大
人
が
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
次
の
３
つ
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
①
６
時
頃
に
は
カ
ー
テ
ン
を

開
け
た
り
、
電
気
を
つ
け
て
部
屋
の

中
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。
②
子
ど

も
に
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
、

音
の
刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。
③
朝

ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
、
体
に
刺
激
を

与
え
ま
し
ょ
う
。

目
明るく

耳
元気な声

大脳
皮質

小脳

視床
下部

朝ごはん
内臓

視床

ブレアー

第
　
回
72

信州ブレイブウォリアーズ

「はじめてでも楽しい！ ウォリアーズ観戦イロハ」

○試合会場の「ことぶきアリーナ千曲（更埴体育館）」は土
足ＯＫ！ 飲食ＯＫ！ アルコールＯＫ！

○バスケットボールではファンのことを「ブースター」、
応援することを「ブーストする」といいます。

○バスケットボールは流れのスポーツです。ウォリアー
ズが押せ押せで相手がたまらずタイムアウトをしたと
きは、応援タオルをブンブン回して追い風を選手に送
りましょう。 

○バスケットボールで守りは、とても大事。選手・ベン
チ・ブースター全員で守ることが鉄則です。守りのコ
ールは大きな声で「ディーフェンス！」。

○誰にも邪魔されずに打てるのが「フリースロー」。１投
１点。複数回打てるときは初投が決まったら、心ひとつ
に「ワンモア！」

○勝負を決する最終10分間の「第４クオーター」では、ウ
ォリアーズの選手が最初のフィールドゴールを決める

まで、みんなで一緒にする応援があります。ＭＣの説明
に注目してください。

○ウォリアーズのホームゲームはチアリーダー「ジャスパ
ーズ」が会場を盛り上げます。初めての人もダンスパフ
ォーマンスを楽しみましょう♪

■問い合わせ先　株式会社信州スポーツスピリット  
　（℡ 026-214-7022・平日午前 9 時～午後 5 時）
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ちくまっこ通信

更埴子育て支援センター

上山田子育て支援センター　
○開館時間
　午前８時30分～午後５時
○休館日　
　【更　埴】毎週土曜日
　【上山田】毎週日曜日
○連絡先
　【更　埴】
　℡026-273-6180
　【上山田】
　℡026-275-6017

午前10時～11時30分
（受付９時30分～）
＊開催日・会場・内容につい

ては、平成30年度の「暮ら
しのカレンダー」で確認する
か、子育て支援センターへ問
い合わせてください。

● 子育てひろば

午前10時～11時
上山田　今月はありません
更　埴　10月15日（月）
＊お母さん同士が交流をし

て、新しい友達を作りません
か。子育ての楽しみ、悩みな
どをお話ししましょう。

● ベビーママサロン

午前10時～午後３時
上山田　10月11日（木）
更　埴　10月12日（金）
＊子どもの成長発達や子ども

の食事について個別に栄養
士と相談できます。

　お気軽にお出かけください。

● 栄養相談

午前11時～正午 
（10分前にお越しください ）           
上山田　10月25日（木）
更　埴　10月26日（金） 
■持ち物　麦茶、お手ふき

■参加費　150円（写真代など）
■対象　  10月に生まれた子ど

　　　　もとその保護者です。
＊事前に各子育て支援センターに

申し込んでください。

● お誕生日おめでとう会

更埴子育て支援センター (8月お誕生日おめでとう会）

上山田子育て支援センター（8月お誕生日おめでとう会）

上山田子育て支援センター

開催日 内　容

10月3日（水） うたってあそぼう＆お話ネットワークに
よる絵本の読み聞かせ

10月10日（水）うたってあそぼう＆ドレミファランド

10月17日（水）うたってあそぼう＆わくわくおはなしラ
ンド

10月24日（水）うたってあそぼう＆上山田保育園との交
流

10月31日（水）うたってあそぼう＆リズムであそぼう

午前11時～11時30分
● 親子ふれあいミニミニ講座

更埴子育て支援センター

開催日 内　容

10月4日（木） うたってあそぼう＆お話ネットワーク
による絵本の読み聞かせ

10月11日（木）うたってあそぼう＆ハープコンサート

10月18日（木）うたってあそぼう＆ぐるぐるお絵かき

10月25日（木）うたってあそぼう＆ハロウィン&工作

【作り方】

【材料（4 人分）】

給食レシピ紹介

①　ほうれんそうは 2 ㎝程度のざく切り、キャベツは 1㎝幅の短冊切り、
　　にんじんはせん切りにして、ゆでてしっかりと水を切り、冷やしておく。
②　食べる直前に、①となめたけ、薄口しょう油、酢をよく和

あ

える。
＊　調味料の分量はお好みで変えてください。酢を加えることで、さっぱ
　　りとした味わいになります。
＊　長野県はえのきたけの生産量が日本一です。なめたけはそのまま食
　　べることも多いかと思いますが、野菜と和えてもおいしくいただけま
　　す。

第２学校給食センター

なめたけあえ

ほうれんそう　40g
キャベツ　　　120g
にんじん　　　20g
なめたけ　　　60g
薄口しょう油　小さじ２分の１強
酢　　　　　　小さじ１

  
「スマイル in ちくま」への応募を

お待ちしています！

■応募方法

　①子どもの氏名（ふりがな）、性別、生年
　　月日　
　②保護者氏名　③住所　④電話番号
　⑤家族からのメッセージ（20 文字程度）
　を書いた用紙と写真を電子メールで提出し
　てください。
＊写真に子どもが複数いる場合は写真の位置
　を明記してください。
＊応募者多数の場合は、掲載に時間をいただ  
　くことがあります。
■申込・問い合わせ先

　更埴庁舎・秘書広報課（内線 5223、電子
　メール koho@city.chikuma.lg.jp）

募集！

＊10月25日の工作は事前に申し込みが必要です。
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まちの話題　ちくまトピックス このコーナーでは、地域の行事やイベントなどの様子を紹介します

ドラマや映画のロケ地となった全国の自治体が魅
力を競う「第４回全国ふるさと甲子園」が東京・秋葉
原で開催され、地域の魅力をＰＲしました。千曲市
は、「あんずコンポート入りフローズンヨーグルト」な
どを提供し、審査員と来場者の投票でグルメ大賞「デ
ザート・ドリンク部門」で 1位になりました。

８月２５日　第４回全国ふるさと甲子園

今年３月に市観光大使に就任した鍵盤ハーモニカ
奏者 T

ト ミ ー チ ョ ウ

ommyCHO さんによる千曲市誕生 15 周年を
祝う特別コンサートが更埴文化会館あんずホールで
開かれました。

コンサートは２部構成で、「あん姫のうた」や「信濃
の国」などを演奏し、観客を魅了していました。

９月１日　T
ト ミ ー

ommy ☆ P
ピ ア ニ カ

iaNica S
ソ ウ ル

oul

８月２６日　第９回千曲市ふれあい広場

白鳥園南側イベント広場で「第９回ふれあい広
場」が開催されました。併せて 24 時間テレビ 41

「愛は地球を救う」のチャリティー募金も行なわれ
ました。会場はチャリティー募金のほか、さまざま
な体験コーナーや飲食物の販売もあり、家族連れや
地域の人などで賑わっていました。

９月２日　千曲市総合防災訓練

糸魚川・静岡構造線（断層帯）「北部」を震源とす
る大地震を想定した総合防災訓練が、市内 55 会場で
行なわれました。主会場の更級小学校では地元住民、
警察など 1079 人が参加しました。

消火器による初期消火訓練や消防署職員による高
所救出訓練など、さまざまな内容が行なわれました。

  

● マチイロ（無料ア
　 プリ）で市報を読
　 もう

● 千曲市メール配信 
　 サービス
千曲市から災害情報、防犯
情報などを電子メールでお
届けします。

イベントや市政情報など市内の情報を Facebook と
動画で配信中

● 市内の情報をチェック

千曲市公式
  Facebook ページ

姉妹都市である富山県射水市の小学 6 年生 24 人
が千曲市を訪れ、市内の小学 6 年生 22 人と交流し
ました。大池自然の家での宿泊や「かけはしの会」の
指導によるおやき作りなどを体験しました。

教科書に載っている「森将軍塚古墳」に登ることを
楽しみにしてきたという射水市児童のあいさつもあ
り、小雨の降る日でしたが、古墳へ登ると、学校や家
の場所を説明する姿が見られました。

９月７日　「救急の日」啓発活動を実施

９月８・９日　姉妹都市交流事業

　　　　　　　　　「山の生活体験交流会」

９月６日　松田家斎館修理工事に伴う防火指導

松田館火災から１年となることから、防火対策の徹
底を図るため、千曲坂城消防本部に依頼して防火指
導を受けました。

消防本部職員から初期消火の再確認、消火栓の場
所の把握や定期的に消火訓練を行なう大切さなどの
話がありました。

９月９日の「救急の日」に先立ち、国際ソロプチミス
ト千曲、千曲医師会、千曲中央病院、千曲坂城消防本
部は、戸倉駅、屋代駅、屋代高校前駅で啓発活動を行
ないました。応急手当の重要性を伝えるため、心肺蘇
生法を記載したカードを配布しながら、いざというと
きに役立たせてもらうよう説明しました。



市報千曲　平成30年10月　  36 　

発
行
　
長
野
県
千
曲
市（
〒
３
８
７
‐
８
５
１
１ 

長
野
県
千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
）

編
集
　
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
＊
乱
丁
・ 

落
丁
は
お
取
り
替
え
し
ま
す
。

千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.city.chikum
a
.lg

.jp

印
刷
　
寺
沢
印
刷
（
千
曲
市
大
字
八
幡
２
０
６
９
番
７
）

●千曲市役所の住所、電話・ＦＡＸ番号
　更埴庁舎（〒387-8511長野県千曲市大字杭瀬下84番地、℡026-273-1111、FAX026-273-1004）　
　戸倉庁舎（〒389-0892長野県千曲市大字戸倉2388番地、℡026-273-1111、FAX026-275-0238）
　上山田庁舎（〒389-0897長野県千曲市上山田温泉四丁目15番地１、℡026-273-1111、FAX026-276-0796）　

●市報千曲10月号の印刷費は、１部あたり約29円です。

No.181

市
報 

千
曲

10
月
号

２
０
１
８（
平
成
30
）年

後

編

集

　

記

お
盆
中
に
膝
を
痛
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。椅
子
か
ら
立
つ
だ
け

で
も
痛
み
が
走
り
、
趣
味
の
サ
ッ

カ
ー
や
登
山
に
も
支
障
が
で
て

い
ま
す
。原
因
に
身
に
覚
え
が
な

く
困
惑
し
て
い
ま
す
が
、
加
齢
と

と
も
に
筋
肉
が
衰
え
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

今
年
、
私
は
父
が
他
界
し
た
年

齢
に
な
り
ま
し
た
。
同
僚
か
ら

「
早
く
医
者
に
行
け
」と
言
わ
れ

て
も
な
か
な
か
行
か
な
い
私
で

す
が
、
父
の
命
日
を
前
に「
健
康

で
あ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」と
い

う
言
葉
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。 

                            

丸
山

●チクマビトとは・・・
市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を

「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

現
代
ア
ー
ト
の
公
募
展「
萱
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
２
０
１
８
」

が
、
10
月
6
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
Ｒラ

ウ

ム

Ａ
Ｕ
Ｍ
戸
倉

宿 

蕎そ

ば麦
料
理
処「
萱
」内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ブ
ラ
ン
」・

「も
と
く
ら

●
蔵
」・「
昭
和
蔵
」で
開
か
れ
る
。市
内
に
新
た
な
文
化
・

芸
術
の
交
流
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
企
画
し
、
実
行
委
員
長

を
務
め
る
の
が
、
上
山
田
で
版
画
工
房
を
主
宰
す
る
梅
田

明
雄
さ
ん
だ
。

梅
田
さ
ん
が
取
り
扱
う
版
画
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
。石
灰
石

や
ア
ル
ミ
版
な
ど
の
平
ら
な
版
面
を
使
い
、水
と
油
の
反
発

を
利
用
し
て
印
刷
す
る
。色
が
30
色
あ
れ
ば
、
30
枚
の
版
を

作
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
作
品
に
か
か
る
制
作
期
間
は
、
2
か

月
か
ら
3
か
月
。こ
れ
ま
で
に
、
千
曲
市
名
誉
市
民
の
倉
島

重
友
さ
ん
を
は
じ
め
数
々
の
有
名
な
画
家
の
作
品
を
版
画

に
し
て
き
た
。最
近
で
は
、
日
本
と
欧
米
な
ど
で
活
躍
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
か
ら
の
仕
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
。

梅
田
さ
ん
が
リ
ト
グ
ラ
フ
に
出
会
っ
た
の
は
、
18
歳
の
と

き
に
東
京
で
開
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク

（
１
８
６
４
年
～
１
９
０
１
年
）の
展
覧
会
。「
将
来
は
絶
対

に
版
画
、
特
に
リ
ト
グ
ラ
フ
を
や
り
た
い
」。そ
ん
な
思
い

を
抱
き
、
名
古
屋
芸
術
大
学
に
入
学
し
た
。そ
の
後
、
坂
城

町
の
森
工
房
に
リ
ト
グ
ラ
フ
の
刷
り
師
と
し
て
勤
務
し
、38

歳
の
と
き
に
独
立
。現
在
は
、
刷
り
師
の
傍
ら
、
自
分
の
作

品
の
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
、趣
味
の
音
楽
活
動
を
楽
し
む
。

梅
田
さ
ん
が
、刷
り
師
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
考
え
を
理
解
す
る
こ
と
」。「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
意
思
疎
通
が
不
十
分
で
苦
労
す
る
と
き
も
あ
る

が
、
工
房
で
制
作
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
想
像
以
上
の
作
品

に
仕
上
が
っ
た
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
き

に
、達
成
感
や
満
足
感
が
あ
る
」と
微ほ

ほ
え笑

む
。

梅
田
さ
ん
の
現
在
の
夢
は
、若
い
世
代
に
リ
ト
グ
ラ
フ
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
。国
内
で
珍
し
い
リ
ト
グ
ラ
フ
の
刷
り

師
は
、
10
代
の
頃
に
出
会
っ
た
感
動
や
憧
れ
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
も
ア
ー
ト
を
追
求
し
続
け
る
。

チクマ
ビト
ＮＯ．37

梅
う め だ

田　明
あ き お

雄さん（上山田・61歳）

「やりたいことをやり続けられた

版
画
用
の
ロ
ー
ラ
ー
で
油
性
イ
ン
ク
を
版
上
に
盛
る
梅
田
さ
ん

幸せを感じています」

梅田版画工房主宰

人の動き

 世帯数　22,001（＋16）

 人　口　59,470人（－10）

 　男　　28,774人（－3）

 　女　　30,696人（－7）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成30年９月１日現在） 平成30年

8月中の動き
転入 129人
転出 136人
出生 46人
死亡 49人

▼


